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若
尾
角
之
助
と
諏
訪
神
社 

 
 
 
 

写
真
は
安
永
期
に
建
立
さ
れ
た
石
碑 

 

法
名 

利
心
獣
釼
禅
定
門 

寛
文
六
年(

1
6

6
6
)

九
月
二

十
七
日
切
腹 

行
年 

十
八
歳 

 
 

為
岡
村
の
住
人 

追
上
に
墓
あ
り 

自
然
石
高
さ
六

尺
と
さ
れ
る 

 
 

美
濃
加
茂
市
史
に
よ
れ
ば
、
「
諏
訪
神
社
の
祭
礼
の

夜
に
、
西
脇
村
の
平
吉
と
為
岡
村
の
若
尾
角
之
助
が
喧

嘩
を
し
て
、
平
吉
が
切
ら
れ
て
負
傷
し
た
。
平
吉
は
牧

野
村
の
役
所
の
仲
間
で
、
牧
野
奉
行
は
平
吉
の
首
を
打

ち
、
喧
嘩
両
成
敗
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
為
岡
村

の
領
主
滝
川
の
指
示
で
角
之
助
も
成
敗(

切
腹)

さ
れ

た
」
と
さ
れ
る
。 

 
 
 

角
之
助
が
平
吉
を
切
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
角
之
助
は
武
士
格
で
あ

っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
角
之
助
は
切
腹
と
い
う
こ
と
か
ら
武
士
と

し
て
け
じ
め
を
つ
け
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
傷
が
深
手
だ

っ
た
の
か
ど
う
か
、
又
は
平
吉
の
非
を
責
め
て
打
ち
捨
て
た
の
か
ど
う
か

不
明
で
あ
る
。
当
時
は
村
に
よ
り
尾
張
藩
と
旗
本
領
と
支
配
が
違
っ
た
の

で
、
難
し
い
裁
定
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

佐
合
た
け
志
氏
の
「
米
田
物
語
」
に
よ
れ
ば
、
「
為
岡
追
上
に
墓
あ
り 

後
年
山
之
神
と
し
て
・
・
・
祭
礼
を
な
す
」
と
し
て
い
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
角
之
助
の
出
自
で
あ
る
が
、
若
尾
氏
は
地
付
き
の
も
の
で

は
な
い
。
多
治
見
市
史
に
よ
れ
ば
、
若
尾
氏
祖
先
は
中
世
末
期
に
多
治
見

根
本
を
根
拠
地
と
す
る
領
主
で
あ
っ
た
。
甲
州
若
尾
村
の
郷
士
で
、
武
田

の
美
濃
侵
攻
に
伴
っ
て
天
文
二
十
年 

(
1
5

5
1
)

ご
ろ
根
本
に
定
住
。
兼
山

の
森
長
可
に
攻
め
ら
れ
た
時
、
森
に
帰
順
し
、
以
後
大
原
・
根
本
・
小
木

の
所
領
を
安
堵
さ
れ
た
。
森
の
旗
下
、
小
牧
の
戦
い
に
参
戦
し
た
が
当
主

は
戦
死
し
、
嫡
子
は
幼
少
の
た
め
帰
農
、
一
族
は
多
治
見
市
の
長
瀬
・
小

名
田
・
坂
戸(

可
児
市)

に
広
が
っ
た(

離
散)

と
さ
れ
、
同
じ
時
期
に
米
田
若
尾
氏
は
諏
訪
神
社
を
頼
っ
て
当
地

に
移
動
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。
注 

 

地
図
は
美
濃
加
茂
市
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る 

ヨ
ナ
ダ
ー
が
下
米
田
・
牧
野
の
色
々
な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
よ 


